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被災者支援員・復興支援員調査事業報告会 

「これからの被災地に求められる地域人財とは～ 

福祉系・地域系支援員の活動から見えてきたこと～」 

 

当団体は、社会をよりよくするための活動をバックアップし、NPO を対象とした個別支援や、

社会的課題についての調査の企画・実施を行ってきました。 

 

宮城県沿岸部の被災地では、被災者とそのコミュニティを支える支援員が数多く活躍しています。 

この度、被災者支援をしている支援員の活動について、気仙沼市・南三陸町・東松島市の関係機

関へのヒアリング調査を実施しました。 

調査の結果、被災者支援員・復興支援の価値として「当事者性」「市民的専門性」を持った支援

が重要である、ということがキーワードとして浮かび上がりました。 

 

本フォーラムでは、この 2 点を軸に調査結果を話し合い、これからの被災地に求められる「地域

人財」とはどのような人間なのか、また、支援員の取組を通じて育成された「地域人財」をどのよ

うに活かし、平時の取組に活かしていくかについて議論を深めます。 

                                                                                                                                                                                                                                                                           

 概要は添付資料および下記の URL をご参照ください。 

http://chiseisha.org/info/171019_houkokukai/  

 

 【本件に関する報道関係の問合せ先】 

特定非営利活動法人地星社 

宮城県サポートセンター支援事務所 

TEL：022-217-1617 

Email：office@chiseisha.org 

 

※当プレスリリースは「新しい東北」官民連携推進協議会の事務局が協議会会員に代わって発信するものであり、内容に

ついてのお問合せは上記問合せ先へお願いします。 

 

http://chiseisha.org/info/171019_houkokukai/
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